














（ 1 ）生来の仏教徒，（ 2 ）反省会入会・英文会（E.C.S）立ち上げ，（ 3 ）口代わりに見る能海の宗
教的信条，（ 4 ）チベット仏教典への関心，（ 5 - 1 ）『世界に於ける仏教徒』目次，（ 5 - 2 ）『世界
に於ける仏教徒』の宗教観，（ 5 - 2 ）（承前）新仏教徒中西牛郎『宗教革命論』（明治22年 2 月刊），
（ 5 - 3 ）『世界に於ける仏教徒』の宗教論，（ 5 - 4 ）2009（平成21）年能海寛著作集全17 冊と別巻 1
冊が完成　能海寛についての新研究が始まった。（ 6 ）能海寛提唱の一統教宗，（ 6 - 2 - 1 ）一統教
（教則）「著作集」第 5 巻所収，（ 6 - 2 - 2 ）中乗の原理　附能海一統教の支援組織等　及び能海原
案作成浄蓮寺規約10条，波佐教会規約 8 条，（ 6 - 2 - 3 ）能海寛『在渝日記』にみる五言詩連作の













































大学ではなく，予科 3 番の 2 合格であった。直ちに再試験を申し出るも許されなかったという。能
海の入学決意は暫くの時間をおくことになる。
　 1 月21日　10円父より受く。同28日には「英文を以て主義とすべし，否方便とすべし」と書きつ
つ，同29日には ,「Wisdom and Mercy, No.1st を作り英文を作り主義を述せんとす」とあり，同30
日に「 6 時頃予は独り段々考え，実業も盛んになるに､ 又必要なるに，金のみ使うて，長々勉強し
て末へ望みなきかな。一層哲学館に入り，来年 8 月卒業して，よければ福沢の大学に入りやめれば
返る。又哲の方なれば金あり仏友も出来，種々よし。是福塾も大学に入る目的なるに何ぞ予に望み







の考え出せしや，今後満 4 年は郷より資本出す約束，后 2 年は本山に仰ぐのみ。つとめよやつとめ
よや。その為には予科にてもよろし。正科に入るべし，来月はその決心なり」（と東京には早く出
過ぎたか，京都で勉学して準備すれば良かったと反省の弁を表している）。結局，慶應義塾予科に
は23年 2 月 3 日，予科 2 番の 1 に入学する手続きと月謝を納めて午前からの授業に出席している。


















































2 　 （第 2 章新仏教徒）西洋宗教界多端に対し，東洋もまた多端である。東洋五億の仏教徒も耶
蘇教の外敵侵入に対し，これまで空しく安臥していたが，今や仏教の真価を宇内に輝かす時
である。










ある。［拙著『長江物語』第 4 章「能海寛渡清日記（抄）」大修館書店1999年 6 月刊，248〜250頁参
照］［この項は能海が企画した波佐倶楽部の開設とともに別に稿を改め提示する予定である。］
  （客員研究員）
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